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国語科学習デザイン学会第５回研究大会 プログラム2022
開催に変更しました＊ Hybrid

主催：国語科学習デザイン学会

協賛：学校図書（株） 玉川国語教育研究会

１ 日 時 2022 年 2 月11 日（金・祝日） 9 時30分（受付開始）～ 16 時30分

−２ 会 場 「てぃるる（沖縄県男女共同参画センター （那覇市西３丁目１１ １））

部屋割りは、当日お知らせします。

（ ） （ ））３ 日 程 受 付 9：30 ～ 会場 １ 会議室１ ２ 会議室２

研究発表① 10：00 ～ 10：30

研究発表② 10：30 ～ 11：00

研究発表③ 11：00 ～ 11：30

研究発表④ 11：30 ～ 12：00

研究発表⑤ 12：00 ～ 12：30

休憩

研究発表⑥ 13：00 ～ 13：30

研究発表⑦ 13：30 ～ 14：00

研究発表⑧ 14：00 ～ 14：30

研究発表⑨ 14：30 ～ 15：00

研究発表⑩ 15：30 ～ 16：00
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４ 参加費 2,000円

（会場費・運営費予稿集は作成しません）

５ 参加申し込み等

１）参加申し込み

１月３０日までに以下の内容を kokugokadesign@gmail.com へ

件名： 大会参加申し込み 、氏名、所属「 」

） 、 （ 『 』 ） 、２ 発表者は 資料 書式は 国語科学習デザイン に準ずる ３０ 部を当日持参し

会場で配布すること。当日会場発表の場合、On-line発表いずれの場合も、2月5日ま

でにクラスルームに資料を掲載すること。

https://classroom.google.com/c/NDQ3NzY4ODc2NDQ3?cjc=sjmczb6
＊On-line発表の場合はOn-line発表に変更することを１月３０日までに連絡を

kokugokadesign@gmail.com へ 件名： On-line発表に変更 、氏名、発表題目「 」

３）発表用のプロジェクター、パソコンは会場側で用意します。

自分のパソコンを持参する場合は、可能な限りインターフェースご持参のこと。

４）発表者・参加者は、参加費2000円を下記の口座に1月末日までに振り込むこと。

ゆうちょ銀行 国語科学習デザイン学会 記号 10780 番号 32410261

他金融機関からの振り込みの場合

店番号（支店名）078（ゼロナナハチ） 口座番号 3241026

※支店名は数字ですが、カタカナで入力が必要となる場合があります。

５）振り込みを確認した後2月5日ごろにZoomアカウントをメールで送ります。

６）駐車場 てぃるるは駐車場があります。
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６ 研究発表

ホスト松本：上月第１会場 司会 ①～⑤ 松本・大城 ⑥～⑩ 上月・坂本

研究発表 ① 10：00 ～ 10：30 ② 10：30 ～ 11：00 ③ 11：00 ～ 11：30

昼休み④ 11：30 ～ 12：00 ⑤ 12：00 ～ 12：30

⑥ 13：00 ～ 13：30 ⑦ 13：30 ～ 14：00 ⑧ 14：00 ～ 14：30

⑨ 14：30 ～ 15：00 ⑩ 15：30 ～ 16：00

① 物語る力を育成する学習の課題と今後の展望

小川高広（上越市立南川小学校）

発表者は昨年度、物語る力を育成することを目的とした 年間の授業実践を行った。学1
習分析の結果、文学の読みと物語創作の連関を図った学習を通して、学習者が「認知的道

具」を内面化し、自己を多様に物語るようになったことを明らかにした。一方、発達段階

を視野に入れたカリキュラムの開発や、各教科・領域等との関連、認知的道具の機能の検

討などが課題点として残った。本発表では、課題解決のための研究構想を示したい。

② 「帰り道」における読みの交流を促す問いの提案

浦部永遠（上越教育大学教職大学院 院生）

森絵都の「帰り道」は、光村図書の新教材として採用された、教科書のための書き下ろ

しによる文学教材である。本研究では 「帰り道」が二人の人物の視点から描かれている、

ことを踏まえ、それぞれの語りの空所に着目した教材分析を行い、読みの交流を促す問い

を案出した。案出した問いをもとに、大学院生を対象とした読みの交流の分析から、小学

校第６学年の学習者が問いに正対するための前提条件や学習デザインについて提案する。

③ 「木琴」の表現をめぐる読みの交流―国語科と音楽科の教科横断的な学習デザイン―

大城諒子（玉川大学教職大学院 院生）

詩の題材は、国語科では「読むこと」の教材になる一方、音楽科では、曲の歌詞とな.
る場合がある。詩教材の学習として、詩の思いを考えて歌う実践が多い。その活動は読む

こと（国語科 、歌唱（音楽科）という各教科の枠組みの中で成り立っており、教科横断）

的な学習という点で検討が必要である。本研究では、国語科と音楽科の教科横断的な学習

、 。に焦点をあて 詩を題材とした読みの学習に横断的な学習の利点を生かすことを検討する
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文学の読みの学習におけるメタ認知的活動④

―「きつねのおきゃくさま」の実践事例から―

村田実生（上越教育大学教職大学院 院生）

文学の読みの学習におけるメタ認知的活動は理解方略、テクストへのスタンスの変容の

双方が現れるような活動である。文学作品を題材に音読劇を行う活動を通して、小学校低

学年におけるメタ認知的活動を促す授業デザインを考案、実践した。授業を通したワーク

シートの記述を質的・量的に分析した結果、理解方略の獲得とスタンスの変容に一定の有

効性がみられた。

文学の読みの学習における自己内対話モデルの構築⑤

上月康弘（松本大学）

文学に読みの学習における自己内対話の過程および、自己内対話を促すための学習デザ

インの在り方に対する検討が十分ではない。そこで本研究では、 の「対話的自己Hermans
論」を中心に 「文学の読みの学習における自己内対話モデル」を構築する。これまでの、

読みの交流における実践研究を本モデルを基に分析することによって、新たな〈自己〉の

問い直しに機能する自己内対話の学習デザインの条件について検討する。

⑥ 「伝統的な言語文化」としての「短歌」単元の開発

―情景を思い浮かべる授業デザイン―

坂本龍哉（玉川大学教職大学院 院生）

平成 年の学習指導要領の改訂をうけて、第 学年及び第 学年の「伝統的な言語文29 3 4
化」に関する内容が後退してしまったといえる 「古典」を生涯学習や「伝統的な言語文。

化」を継承していくことにつながるとは考えにくいため、見直す必要がある。中学校での

短歌の学習と小学校での短歌の学習とのギャップを埋め、継続的に古典学習を進めること

によって「生涯にわたって古典に親しむ」態度を育む、授業デザインを検討する。

⑦ 読書教育の効果と指導法

根間七海（沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科 学生）

脳科学、心理学の面から読書の効果や得られる能力を見ていき、読書量によって能力の

差異があるのかを調べた。その知見を基に、学校現場の朝の読書活動、読書教育の目的と

、 、 、効果を改めて確認した上で 学校現場の読書活動の実態を知り 問題点をピックアップし

改善策を考え、効果的な読書指導方法、学校現場での読書教育の在り方を論じた。

⑧ 文学における自己の〈問い〉を追究する学習デザイン

鈴木真樹（相模原市立富士見小学校）

自ら〈問い〉をたてて追究していくことは、主体的な読みを促すだけでなく読みを深め

ていくことにもつながる。しかし、現在多くの教室で行われている学習は、その場限りの

〈問い〉について考えるものや、他者から与えられた〈問い〉について考えるものとなっ

ている。本研究では、自己の〈問い〉を追究することを中心とすることが、どのように自

らの解釈や〈問い〉を更新し続けることに影響を与えるかについて明らかにする。
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⑨ 国語科教育における「道徳教育」をめぐる問題

岩崎直哉（富山国際大学）

国語科授業実践において「道徳的な読み」と批判されることがある。一方、道徳科の授

業においては「国語のような授業」だという批判を聞くこともある。一つの要因は、国語

科で直接の教材とする文学的文章が、道徳科では「資料」として扱われることにある。本

稿では国語科の学習内容と道徳科の学習内容を整理しつつ、両者の接点と質的な向上を意

識して国語科教育が「道徳教育」をどう取り込んでいくのかを考察する。

SDGsとESDを中核に据えた国語科の授業デザイン⑩

大城里緒（沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科 学生）

新学習指導要領において「持続可能な社会の創り手」という言葉が記載された。

本研究では、 と を取り入れた検証授業を通し、国語科で「持続可能な社会のSDGs ESD
創り手」を育成するためにはどのような授業デザインが必要であるかを検討・考察した。

その結果、自分の考えを自分のことばで表現する活動を取り入れた授業デザインが必要で

あることがわかった。
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ホスト西田：桃原第２会場 司会 ①～⑤ 井上・藤澤 ⑥～⑪ 西田・渡邊

研究発表 ① 10：00 ～ 10：30 ② 10：30 ～ 11：00 ③ 11：00 ～ 11：30

④ 11：30 ～ 12：00 ⑤ 12：00 ～ 12：30 ⑥ 13：00 ～ 13：30

⑦ 13：30 ～ 14：00 ⑧ 14：00 ～ 14：30 ⑨ 14：30 ～ 15：00

⑩ 15：30 ～ 16：00

① 「永訣の朝」の語りの二重性と学習課題―読みの交流の学習のために―

井上功太郎（中央区立日本橋中学校）

「 」 。高等学校の定番教材である宮澤賢治の 永訣の朝 を読みの交流を前提として分析する

「永訣の朝」のいくつかの先行研究の読みの違いが、語りの把握の違いによるものである

ことを確認しつつ、そのような教材がもつ語りの二重性を包括する格好で、どのような学

習デザインを想定することができるかを検討した。

② 複数章段を関連させた『徒然草』の単元デザイン

中西郁（玉川大学教職大学院 院生）

『徒然草』は今日における定番教材のひとつである。わかりやすく、簡潔な文章から長

く親しまれてきた一方で、そのわかりやすさ故に、話のオチや、教訓を理解させることだ

、 。『 』けに終始し その奥にある兼好法師の人物像を読み飛ばしてはいないだろうか 徒然草

の節々に現れる兼好法師らしさから、生徒自身が兼好法師像をイメージできるようにする

ため、複数章段を関連づけた単元をデザインした。

③ 「おくのほそ道」における読みの交流を促す問いの提案

藤澤義訓（上越教育大学教職大学院 院生）

松尾芭蕉の「おくのほそ道」は古典教材の定番として、長きにわたって親しまれている

俳諧紀行文である。本研究では 「おくのほそ道」の中でも教科書採録の多い冒頭部と平、

泉の章を題材に教材分析を行い、冒頭部にみる芭蕉の人生観と、平泉に描かれる対照性の

二点に着目して、読みの交流を促す二つの問いを案出した。案出した問いをもとに、問い

に正対するための前提条件や予想される反応、学習デザインについて提案する。

④ 「夢十夜」における問いの検討

大城碧衣（沖縄国際大学大学院 地域文化研究科 南島文化専攻）

夏目漱石「夢十夜」における問いの作成及び検討を行なった。本稿では、問いを作成後

に行った大学生を対象とした実践をもとに、最終的な問いの決定までの過程と学習者の応

答予想についての発表を行う。
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⑤ 幼児教育における読みの交流の分析 ―絵本『おおきなかぶ』の読みを通して―

西田太郎（東京福祉大学） 親泊絵里子（品川区立台場幼稚園）

これまで幼児教育における読みの交流については検討がなされてこなかった。本研究で

、 、 、 『 』は ５歳児クラスを対象として 読みの交流を意図した場を設定し 絵本 おおきなかぶ

、 。 、に関する解釈の交換がどのようになされるのか 分析を行った そこでの幼児の実態には

読み手としての意味づけがなされると同時に、他者を介した個々の一方的な表現による解

釈の定着が見られた。これは、読みの交流が内包する原初的な読者の姿である。

⑥ テクストを自身で意味づける行為が村上春樹「鏡」の読みに与える影響

渡邊尊仁（上越教育大学教職大学院 学生）

文学的文章における解釈の形成過程において、自身でテクストから疑問を設定し、情報

収集のうえ意味づける行為が作品の読みにどのような影響を与えるか、高等学校１学年教

材の小説「鏡 （村上春樹）で検証した。結果、ワークシート等の記述から、意味づける」

ためにテクストに即してよく読めば、根拠をもって疑問を解釈することができ読みも深ま

ったと自覚し、その解釈から作品を自分の言葉で評価する姿を見取ることができた。

⑦ 詩教材における熟成期間を置いた再読の効果

細原真実子（北中城村立北中城中学校）

この研究では、細原・桃原（ ：国語科学習デザイン 巻 号）で述べられた理論を2018 1 1
基に、中学生を対象としてアンケートを採り 「詩教材における熟成期間を置いた再読の、

効果」を検証した。熟成期間を置いた再読で、生徒達がどのような効果を感じたのかなど

を明らかにする。

⑧ 対話を通して「走れメロス」の語りの特徴を捉えよう

「走れメロス」の授業実践についての報告 「対話を通して根拠を明確にできる生徒の育。

成」を追究テーマとして、授業を実践している。語彙が乏しく文章だけで情景を想像でき

ない生徒も多い状況をふまえ、視覚化して捉えさせる工夫をするとともに 「人物の言動、

の意味を考え、人物像とその変化を捉える 「工夫された表現に着目して、文体の特徴を」

捉える」という目標を達成するため、対話場面を複数設け、語りの特徴 を捉えたい。

⑨ 読みの交流における学習者の役割が交流に与える影響についての考察

橋本祐樹（世田谷区立等々力小学校）

読みの交流の実際では、学習者は学習者同士の相互作用の中で、様々な役割とそれに伴

う関係性を構築することとなる。そうした学習者同士の関係性は、交流の中で流動的に変

、 。化していくこととなるが それが交流の様相に与える影響については検証が十分ではない

本研究では、実践授業を基に、学習者相互の関係性の変化と、交流の様相の関連について

分析を行う。
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⑩ 最後の一文に着目した問い―三崎亜紀「私」を題材として―

新井翔太（上越教育大学教職大学院 院生）

文学教育において、学習者の読みのモードを要点駆動の読みへと誘うことが重要である

とされている。中学校３年の文学教材「私」は、私という人間を他人に証明することはと

ても難しいことを主人公である私を通して描いた作品である。本研究では、最後の一文に

着目した問いによって、テクストの特徴に目を向ける表層方略による読みを促し、要点駆

動の読みへと誘うことができるかを大学院生を対象に検証する。


